
 
 

 

 

今年の２年生は、２つのグループに分かれて農学部の渡邉先生、木原先生の授業に参加させていただきました。 

【渡邉 文雄先生】 

魚の栄養素について研究されている渡邉先生からは、「鳥取県の海の幸に学ぶ、県水産業の活性化へ向けた鳥取大学の取
り組み」という地域貢献事業で実施した内容を、２年生にも分かりやすい内容にして教えていただきました。県の新ブラン
ドになった「トロハタ」開発では、ハタハタの脂質含量を非破壊で測定する方法を考案したことや、魚に含まれる栄養成分
と健康効果などについて知ることができました。 

～子供の感想～ 

・私は魚がきらいだったけれど、この話を聞いて、少し魚が好きになりました。 

・鳥取でとれたハタハタは、東北のものと比べるとあぶらのりょうが多いそう 

です。生まれた所がちがうだけなのにあぶらのりょうがかわってくると知っ 

てびっくりしました。 

・魚には人が生きていくためにひつようなえいようそ（ししつ）がいっぱいある 

と知って、残さずに食べようと思いました。 

・ソーセージやかまぼこが魚からできていると知ってびっくりしました。 

・あぶらのりょうのはかり方がすごすぎてびっくりしました。じっけんする 

のに１１時間ぐらいかかるそうです。 

 

【木原 奈穂子先生】 

農業物流通について研究をされている木原先生からは、「生産者（農家）」、流通業者（八百屋）、「消費者」のそれぞれの役
割について教えていただきました。２つのグループで３つの役に分かれて、生産者は、カードに野菜や果物の絵を描いてそ
れを流通業者に売る。流通業者は、生産者から野菜や果物を買い付け、消費者に売る。消費者は、八百屋から買うという流
通を体験させていただきました。どちらのグループの八百屋が儲けることができたかをゲーム感覚で体験しました。 

～子供の感想～ 

・お金は大切だと思いました。地いきで作られた野さいやくだ物を買って、 

地いきを大事にしたいと思いました。 

・のう家の人のたいへんさが少し分かりました。 

・鳥取のものをいっぱい食べて、鳥取を元気にしたいと思いました。 

・八百屋のやくをしたら、売れないものがあって、しいれたものをぜんぶ売る 

のはたいへんなことだと気づきました。 

・やさいがうれていえにとどくじゅんばんがよく分かりました。 

木原先生のお話が聞けてよかったです。 

                   ・野さいがつくられてから家にとどくまでに、いろいろな人がかかわっている 

                    ことが分かりました。 

                   ・いろんな人ががんばっていることが分かりました。これからは、ごはんを大切 

に食べたいと思います。 

キャリアに拓く ２年生の活動 
訪問先：農学部 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の

施設等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成

を目指していく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

２年生の活動の様子を紹介します。 


